
2025/4/1更新 

 

缶 詰
か ん づ め

巻 締
ま き し め

模 擬
も ぎ

試 験
し け ん

問 題
も ん だ い

（ 専 門 級 用
せんもんきゅうよう

） N o . 1  

 

１ つぎの文
ぶん

を読
よ

んで、その内容
ないよう

が正
ただ

しいものには○印
しるし

、間違
ま ち が

っているものには×印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてください。 

 

１）（  ） 果実
かじつ

缶詰
かんづめ

の加熱
かねつ

殺菌
さっきん

は 100℃以下
い か

の温度
おんど

で 行
おこな

うのが一般的
いっぱんてき

である。 

２）（  ） 缶詰
かんづめ

の加熱
かねつ

殺菌
さっきん

で一番
いちばん

問題
もんだい

となる微生物
びせいぶつ

はボツリヌス菌
きん

である。 

３）（  ） 100℃以上
いじょう

の加熱
かねつ

殺菌
さっきん

は、加圧式
かあつしき

殺菌機
さっきんき

（Retort）で 行
おこな

う。 

４）（  ） 加熱
かねつ

殺菌
さっきん

は、食 品
しょくひん

をおいしくするために重 要
じゅうよう

な工程
こうてい

である。 

５）（  ） 加熱
かねつ

殺菌後
さっきんご

に微生物
びせいぶつ

が侵 入
しんにゅう

して製品
せいひん

を腐
くさ

らせることを、二次
に じ

汚染
おせん

による変敗
へんぱい

という。 

６）（  ） 手
て

で押し込む
お  こ  

ことのできないような硬く
かた  

膨 張
ぼうちょう

した蓋
ふた

、底
そこ

を有する
ゆう   

缶
かん

をフリッパーという。 

７）（  ） 3ピース缶
かん

の缶
かん

胴部
どうぶ

は、通 常
つうじょう

はハンダによって接合
せつごう

されている。 

８）（  ） 果実
かじつ

缶詰
かんづめ

に使用
しよう

するブリキ缶
かん

は、内容物
ないようぶつ

の色 調
しきちょう

を保
たも

つ目
もく

的
てき

で缶
かん

の内面
ないめん

が塗装
とそう

されていない。 

９）（  ） 缶
かん

蓋
ぶた

裏側
うらがわ

のカール部
ぶ

付
ふ

近
きん

に塗布
と ふ

されているゴム 状
じょう

の物質
ぶっしつ

を、シーリングコンパウンドという。 

10）（  ） 缶詰
かんづめ

食 品
しょくひん

を製造
せいぞう

するときは、事前
じぜん

に営 業
えいぎょう

許可
きょか

を取
と

る必
ひつ

要
よう

があると食 品
しょくひん

衛生法
えいせいほう

で定
さだ

められている。 

11）（  ） 食 品
しょくひん

衛生法
えいせいほう

では、缶詰
かんづめ

食 品
しょくひん

に食 品
しょくひん

添加物
てんかぶつ

を使用
しよう

してはならないと決
き

められている。 

12）（  ） 食品
しょくひん

表示
ひょうじ

法
ほう

では、輸入
ゆにゅう

した缶詰
かんづめ

を日本
にほん

でラベルを張
は

り替
か

えれば日本産
にほんさん

となる。 

13）（  ） 重
おも

い部品
ぶひん

を持
も

ち上
あ

げる際
さい

は、腰
こし

を低
ひく

くして持
も

ち上
あ

げるとよい。 

14）（  ） 他
ほか

の作業者
さぎょうしゃ

が巻締
まきしめ

機械
きかい

の調整
ちょうせい

している間
あいだ

は、動力
どうりょく

のスイッチを入
い

れてはならない。 

15）（  ） 選別
せんべつ

工程
こうてい

は明
あか

るくしておく必要
ひつよう

があるので、照 明
しょうめい

にカバーなどをつけない方
ほう

がよい。 

16）（  ） 二重
にじゅう

巻締
まきしめ

法
ほう

は日本
にほん

独自
どくじ

の技術
ぎじゅつ

である。 

17）（  ） 巻締
まきしめ

の 3要素
ようそ

とは、第
だい

1巻締
まきしめ

ロール(1st Roll)、第
だい

2巻締
まきしめ

ロール(2nd Roll)、チャック(Chuck)をいう。 

18）（  ） 缶詰
かんづめ

食 品 用
しょくひんよう

の金属
きんぞく

缶
かん

は、二重巻締
にじゅうまきしめ

によって密封
みっぷう

が保持
ほ じ

されている。 

19）（  ） 巻締
まきしめ

機
き

の調 整
ちょうせい

を早
はや

く終
おわ

わらせるために、後戻
あともど

り調 整
ちょうせい

を 行
おこな

うとよい。 

20）（  ） 第
だい

1巻締
まきしめ

ロールと第
だい

2巻締
まきしめ

ロールとでは溝
みぞ

の形状
けいじょう

が異
こと

なる。 

21）（  ） セミトロシーマーでは、だ円
えん

缶
かん

を巻締
まきしめ

することはできない。 

22）（  ） 巻締機
まきしめき

を調 整
ちょうせい

したときは、 必
かなら

ず巻締
まきしめ

検査
けんさ

を 行
おこな

い、巻締
まきしめ

が正 常
せいじょう

であることを確認
かくにん

する必要
ひつよう

がある。 

23）（  ） ストレート缶用
かんよう

のマイクロメーターがあればどの缶
かん

の形態
けいたい

でも測定
そくてい

できる。 

24）（  ） ハイトゲージは缶高
かんこう

の測定
そくてい

に用
もち

いる。 

25）（  ） 実
じつ

缶
かん

缶高
かんこう

は缶型
かんがた

によって異
こと

なる。 

26）（  ） 巻締
まきしめ

状 態
じょうたい

を評価
ひょうか

するときに統計的
とうけいてき

管理
かんり

を行 う
おこな  

と、事故
じ こ

や不良巻締
ふりょうまきしめ

の発生
はっせい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

できる。 

27）（  ） 耐圧
たいあつ

試験
しけん

は補助的
ほじょてき

に用
もち

いられるので、この結果
けっか

だけで巻締
まきしめ

の良否
りょうひ

を判定
はんてい

してはいけない。 

28）（  ） 耐圧
たいあつ

試験
しけん

は専用
せんよう

の工具
こうぐ

を用
もち

いて行
おこな

う。 

29）（  ） 巻締
まきしめ

測定
そくてい

は X、Y、Z の 3点
てん

を測定
そくてい

して判断
はんだん

する。 

30）（  ） 巻締
まきしめ

不良
ふりょう

は外部
がいぶ

視覚
しかく

検査
けんさ

で判明
はんめい

するものもある。 
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２ 次
つぎ

の用語
ようご

で、不良
ふりょう

巻締
まきしめ

の状 態
じょうたい

を示
しめ

すものには○ 印
しるし

、そうでないものには× 印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてください。 

  （  ） チャックウオールラジアス 

  （  ） ドルーピング 

  （  ） フォールスシーム 

  （  ） アジャスティングウオーム 

  （  ） ジャンプドシーム 

 

 

３ 次
つぎ

の機械
きかい

器具
き ぐ

の名 称
めいしょう

で、巻締
まきしめ

検査
けんさ

に使用
しよう

するものには○ 印
しるし

、そうでないものには× 印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてく

ださい。 

   （  ） カウンターシンクゲージ 

   （  ） 計 量
けいりょう

カップ 

   （  ） ハンドキャンテスター 

   （  ） ペーパーナイフ 

   （  ） シームプロジェクター 

 

 

４ 次
つぎ

の用語
ようご

で、缶詰製造
かんづめせいぞう

に関係
かんけい

の深
ふか

いものはは○ 印
しるし

、そうでないものには× 印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてください。 

  （  ） 低酸性食品
ていさんせいしょくひん

 

  （  ） 真空
しんくう

乾燥
かんそう

 

  （  ） 熱溶融
ねつようゆう

 

  （  ） 加熱殺菌
かねつさっきん

 

  （  ） ブリキ缶
かん

 

  （  ） ペール缶
かん

 

  （  ） 食品衛生法
しょくひんえいせいほう

 

  （  ） 日本農林規格
にほんのうりんきかく

 

  （  ） 毒
どく

劇物
げきぶつ

取
と

り扱
あつか

い管理
かんり

 

  （  ） 防虫防鼠対策
ぼうちゅうぼうそたいさく
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缶 詰
か ん づ め

巻 締
ま き し め

模 擬
も ぎ

試 験
し け ん

問 題
も ん だ い

（ 専 門 級 用
せんもんきゅうよう

） N o . 2  

 

１ つぎの文
ぶん

を読
よ

んで、その内容
ないよう

が正
ただ

しいものには○印
しるし

、間違
ま ち が

っているものには×印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてください。 

 

１）（  ） 缶詰
かんづめ

原料
げんりょう

に生鮮品
せいせんひん

を用
もち

いるときは鮮度
せんど

のよいものを使用
しよう

する。 

２）（  ） 食 品
しょくひん

を長期間
ちょうきかん

保存
ほぞん

する方法
ほうほう

として缶詰法
かんづめほう

は優
すぐ

れている。 

３）（  ） 缶詰
かんづめ

の加熱
かねつ

殺菌
さっきん

で一番
いちばん

問題
もんだい

となる微生物
びせいぶつ

はボツリヌス菌
きん

である。 

４）（  ） 100℃以上
いじょう

の加熱
かねつ

殺菌
さっきん

は、加圧式
かあつしき

殺菌機
さっきんき

（Retort）で 行
おこな

う。 

５）（  ） 加熱
かねつ

殺菌後
さっきんご

の缶詰
かんづめ

は、 少 々
しょうしょう

乱暴
らんぼう

に 扱
あつか

ってもよい。 

６）（  ） 加熱
かねつ

殺菌後
さっきんご

に微生物
びせいぶつ

が侵 入
しんにゅう

して製品
せいひん

を腐
くさ

らせることを、二次
に じ

汚染
おせん

による変敗
へんぱい

という。 

７）（  ） タブ自体
じたい

は缶体
かんたい

から外れない
はず     

特 徴
とくちょう

の蓋
ふた

をステイオンタブ(SOT)エンドという。 

８）（  ） ブリキとはアルミニウムにスズがメッキされたものである。 

９）（  ） 缶
かん

蓋
ぶた

裏側
うらがわ

のカール部
ぶ

付
ふ

近
きん

に塗布
と ふ

されているゴム 状
じょう

の物質
ぶっしつ

を、シーリングコンパウンドという。 

10）（  ） 食 品
しょくひん

衛生法
えいせいほう

では、缶詰
かんづめ

食 品
しょくひん

に食 品
しょくひん

添加物
てんかぶつ

を使用
しよう

してはならないと決
き

められている。 

11）（  ） 缶詰食品
かんづめしょくひん

を製造
せいぞう

するときに、腐
くさ

った原材料
げんざいりょう

を使用
しよう

してはならないと食品
しょくひん

衛生法
えいせいほう

で規定
きてい

されている。 

12）（  ） 食品
しょくひん

表示
ひょうじ

法
ほう

では、缶詰食品
かんづめしょくひん

に賞味期限
しょうみきげん

を表示
ひょうじ

しなければならないと決
き

められている。 

13）（  ） 危険
きけん

な作業
さぎょう

を行
おこな

う場合
ばあい

は、適切
てきせつ

な保護具
ほごぐ

をつけ決
き

められた作業
さぎょう

手順
てじゅん

に従
したが

わなければならない。 

14）（  ） 体
からだ

の具合
ぐあい

が悪
わる

くても、会社
かいしゃ

に迷惑
めいわく

がかかるので工場
こうじょう

作業
さぎょう

を休
やす

んではいけない。 

15）（  ） 食 品
しょくひん

工 場
こうじょう

では、作 業 場
さぎょうじょう

に昆 虫
こんちゅう

が侵 入
しんにゅう

しないよう適切
てきせつ

な措置
そ ち

を講
こう

じる必要
ひつよう

がある。 

16）（  ） 巻締
まきしめ

の 3要素
ようそ

とは、第
だい

1巻締
まきしめ

ロール(1st Roll)、第
だい

2巻締
まきしめ

ロール(2nd Roll)、チャック(Chuck)をいう。 

17）（  ） 缶詰
かんづめ

食 品 用
しょくひんよう

の金属
きんぞく

缶
かん

は、二重巻締
にじゅうまきしめ

によって密封
みっぷう

が保持
ほ じ

されている。 

18）（  ） 巻締
まきしめ

ロールの溝
みぞ

は、第
だい

1巻締
まきしめ

ロールと第
だい

2巻締
まきしめ

ロールとでは異
こと

なる。 

19）（  ） セミトロシーマーは、第
だい

1巻
まき

締
しめ

ロールの調 整
ちょうせい

ができれば、第
だい

2巻
まき

締
しめ

ロールは調 整
ちょうせい

しなくても良
よ

い。 

20）（  ） 巻締機
まきしめき

を調 整
ちょうせい

したときは、 必
かなら

ず巻締
まきしめ

検査
けんさ

を 行
おこな

い、巻締
まきしめ

が正 常
せいじょう

であることを確認
かくにん

する必要
ひつよう

がある。 

21）（  ） マイクロメーターは測定
そくてい

する缶
かん

の種類
しゅるい

によって形状
けいじょう

が異
こと

なる。 

22）（  ） Wとは第
だい

2巻締
まきしめ

幅
はば

のことである。 

23）（  ） 第 2 巻
だい  まき

締
しめ

ロールの押圧
おうあつ

が強い
つよ  

と巻締
まきしめ

厚さ
あつ  

(T)は大きく
おお    

なる。 

24）（  ） 正 常
せいじょう

な巻締
まきしめ

では、巻締
まきしめ

厚
あつ

さ（T）よりも巻締
まきしめ

幅
はば

（W）の方
ほう

が大
おお

きい。 

25）（  ） 不良
ふりょう

な第
だい

1巻締
まきしめ

でも第
だい

2巻締
まきしめ

で修 正
しゅうせい

できる。 

26）（  ） 巻締
まきしめ

測定
そくてい

は X、Y、Z の 3点
てん

を測定
そくてい

して判断
はんだん

する。 

27）（  ） 正常
せいじょう

な空缶
くうかん

を使用
しよう

していれば巻締
まきしめ

不良
ふりょう

は発生
はっせい

しない。 

28）（  ） ラップに隣接
りんせつ

する部分
ぶぶん

が緩
ゆる

くなっている状態
じょうたい

をジャンプドシームという。 

29）（  ） 巻締
まきしめ

不良
ふりょう

は外部
がいぶ

視覚
しかく

検査
けんさ

で判明
はんめい

するものもある。 

30）（  ） 巻締
まきしめ

不良
ふりょう

が発見
はっけん

されたらその缶
かん

だけを処分
しょぶん

すれば製造
せいぞう

を続
つづ

けてもよい。 
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２ 次
つぎ

の名 称
めいしょう

の記号
きごう

が合って
あ   

いるものには○ 印
しるし

、そうでないものには× 印
しるし

を（  ）内
ない

に付けて
つ   

下さい
くだ   

。 

  （  ）巻締
まきしめ

厚さ
あつ  

； T  

  （  ）カバーフック； CH  

  （  ）オーバーラップ； OR  

  （  ）アッパークリアランス； AK  

  （  ）缶胴
かんどう

缶材
かんざい

厚さ
あつ  

； tb 

 

 

３ 次
つぎ

の機械
きかい

器具
き ぐ

の名 称
めいしょう

で、巻締
まきしめ

検査
けんさ

に使用
しよう

するものには○ 印
しるし

、そうでないものには× 印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてく

ださい。 

   （  ） マイクロメーター 

   （  ） ノギス 

   （  ） やっとこ 

   （  ） チェーンソー 

   （  ） 温度計
おんどけい

 

 

 

４ 次
つぎ

の用語
ようご

で、缶詰製造
かんづめせいぞう

に関係
かんけい

の深
ふか

いものはは○ 印
しるし

、そうでないものには× 印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてください。 

  （  ） 乾燥食品
かんそうしょくひん

 

  （  ） 真空巻締
しんくうまきしめ

 

  （  ） 急速冷凍
きゅうそくれいとう

 

  （  ） HACCP管理
かんり

 

  （  ） ステンレス缶
かん

 

  （  ） 2 ピース缶
かん

 

  （  ） 食品
しょくひん

表示
ひょうじ

法
ほう

 

  （  ） 独占
どくせん

禁止法
きんしほう

 

  （  ） 衛生的
えいせいてき

な作業服
さぎょうふく

着用
ちゃくよう

 

  （  ） 異物
い ぶ つ

混入
こんにゅう

防止
ぼ う し
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